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こうりん 平成 23年 7月 1日第 67号　

大師号 　天皇  年  備考
圓光大師 東山天皇 1697 年 ( 元禄 10)  
東漸大師 中御門天皇 1711 年 ( 宝永 8) 500 回忌
慧成大師 桃園天皇 1761 年 ( 宝暦 11) 550 回忌
弘覚大師 光格天皇 1811 年 ( 文化 8) 600 回忌
慈教大師 孝明天皇 1861 年 ( 万延 2) 650 回忌
明照大師 明治天皇 1911 年 ( 明治 44) 700 回忌
和順大師 昭和天皇 1961 年 ( 昭和 36) 750 回忌
法爾大師 今上天皇 2011 年 ( 平成 23) 800 回忌

大師号は、もともと中国で高徳な僧に朝廷から勅賜の形で贈られた尊称です。帝王・相国など
の貴人の死後に、『生前の行いへの評価に基づく』名号が与えられました。諡号(しごう)とか諡
名(おくりな)といわれます。(昔の天皇の名前、○○天皇というのはすべて死後に贈られた諡で、
生前は別の名前で呼ばれていました。)その僧侶版が大師号だと思っていただければいいでしょ
う。 866年(貞観8年)7月、清和天皇より最澄に「伝教」、円仁に「慈覚」の大師号が初めて贈ら
れました。他に僧侶に贈られる号としては、国師号、禅師号などがあります。
ほかに有名な諡名として、聖徳太子というのも諡名、役小角(えんのおずぬ・役行者)は光格天皇
から「神変大菩薩」(じんべんだいぼさつ)という菩薩名をいただいてます。

8 度目の加
か し

諡は『法
ほうに だ い し

爾大師』
800年遠忌に際し、法然上人に今上天皇から加諡された大師号です。

ちなみに他の大徳の大師号は、弘法大師　空海 真言宗 921 年 ( 延喜 21) 　醍醐天皇

　　　　　　　　　　　　　　伝教大師　最澄 天台宗 866 年 ( 貞観 8) 　清和天皇

　　　　　　　　　　　　　　見眞大師　親鸞 浄土真宗　1876 年 ( 明治 9)　明治天皇

　　　　　　　　　　　　　　立正大師　日蓮 日蓮宗 1922 年 ( 大正 11)　大正天皇　
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　檀信徒各位
大施

せ が き

餓鬼法要のご案内
　
　聖　名　酷暑三伏の候と相成りました。
　皆々様にはご健勝の事とお慶び申し上げます。
　東北震災で亡くなられた方のご冥福を祈念します。
　お盆の季節を迎えるに当たり、勤められてまいりました大施
餓鬼法要を、今年も浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下
記のとおりつとめます。ご多忙の処とは存じますが、お繰り合
わせご参詣下さいますようご案内申し上げます。　　　合　掌

平成 23年 7月上浣

　　　　　　　　　　　　　　　無量寺　住職　堤　俊翁　拝

※期　日　　7月 15日（金）午後 1時よりご回
えこう

向
　　　　　　　　　　　　  　午後 2時より法話　

　  ※布教師　　藤野　良海　師　（神崎市　浄圓寺御住職）

※ご回向料　
　　　　特別塔

とうば え こ う

婆回向　1霊　5,000 円　以上
　　　　　　今年 , 初盆を迎えられるご先祖様
　　　　　　　特に志される霊位
　　　　　　（塔婆を持ち帰ってお盆までお祀り下さい）
　　　　　　　　※事前にお申し込みが必要です。ファックスでも受付けます。
　　　　　　　　ファックス番号は 0942-32-2701　7 月 10 日までにお願い
　　　　　　　　します。
　　　　
　　　　普通回向　　　1霊　1,000 円　以上　ご志納下さい。
※お供え米、お供え米料　随意ご志納下さい。

　　　　ご本尊様のお供え、お花代等にさせていただきます。
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法
然
上
人
絵
伝　
　

第
一
巻
第
一
段

漆
間
時
国
夫
妻
、
仏
神
に
祈
っ
て
勢
至
丸
を
懐
妊
す
る

法
然
上
人
の
父
漆
間
時
国
は
、

美
作
国
（
岡
山
県
）
久
米
郡
の
押

領
使
で
あ
っ
た
。
押
領
使
と
い
う

の
は
、
も
と
も
と
は
臨
時
の
役
職

で
、
兵
士
を
管
理
統
括
す
る
役
で

あ
る
。
本
来
は
戦
争
が
起
こ
っ
た

と
き
に
任
命
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
や
が
て
国
家
の
土
地
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
盗
み
や
狼
藉

を
す
る
も
の
が
出
る
と
、
そ
れ
ら

を
逮
捕
し
、
争
い
を
鎮
圧
す
る
役

と
な
っ
た
。
だ
か
ら
か
な
り
の
権

力
が
な
い
と
つ
と
ま
ら
ね
い
。
そ

こ
で
、
大
体
は
地
方
の
豪
族
が
任

命
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
役
に
父
時

国
が
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

久
米
郡
内
に
お
け
る
有
力
者
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
い
い
。

法
然
上
人
の
母
は
秦
氏
の
出
身

と
い
う
。
時
国
夫
妻
に
は
子
供
が

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
生
懸
命
に

仏
神
に
祈
っ
た
。
こ
と
に
天
台
宗

本
山
寺
の
岩
間
観
音
に
対
す
る
信

仰
は
厚
く
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
詣

を
続
け
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
よ
う

祈
り
つ
づ
け
た
と
い
う
。
そ
し
て

あ
る
夜
の
こ
と
、
夫
人
が
剃
刀
を

呑
む
夢
を
み
た
。
す
る
と
不
思
議

な
こ
と
に
懐
妊
し
た
。
こ
れ
を
聞

い
た
時
国
は
喜
び
を
か
く
し
き
れ

ず
、「
き
っ
と
男
の
子
が
生
ま
れ
る

に
違
い
な
い
。
そ
し
て
有
名
な
僧

侶
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
予
言
し
た
。

本
山
寺
は
山
を
一
つ
越
し
、
直

線
に
す
れ
ば
十
余
キ
ロ
離
れ
た
柵

原
町
に
あ
る
。
県
道
か
ら
二
キ
ロ

ほ
ど
山
手
に
入
り
、
曲
が
り
く
ね

っ
た
道
を
進
む
と
、
山
上
近
く
に

二
王
門
が
あ
る
。
さ
ら
に
城
郭
を

想
像
さ
せ
る
石
垣
の
上
に
長
屋
が

あ
る
。
寺
侍
の
い
た
場
所
で
あ
る

が
、
そ
の
門
を
入
る
と
立
派
な
唐

門
と
お
霊
屋
が
あ
る
。

本
山
寺
は
役
行
者
小
角
が
修
行

し
た
跡
と
い
わ
れ
、
大
宝
元
年
（

七
○
一
年
）
佐
伯
有
頼
が
こ
の
山

で
新
山
寺
を
建
て
た
が
、
そ
の
後
、

鑑
真
が
来
て
本
山
寺
と
改
め
た
と

い
う
。
平
安
時
代
に
な
り
一
時
荒

廃
し
た
が
、
久
米
師
真
、
弓
削
師

古
が
復
興
に
つ
と
め
て
隆
盛
に
な

り
、
天
永
元
年
（
一
一
一0

）
こ
の

地
に
移
転
し
た
。
当
時
は
百
二
十

坊
が
あ
っ
た
と
い
う
。
漆
間
時
国

夫
妻
が
参
詣
し
た
の
は
こ
の
こ
ろ

で
あ
る
。
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初盆を迎えられるお宅へ

7月 15 日の大施餓鬼法要では、今年初盆を迎えられる御霊の特別回向を行い
ます。
志されるお宅の方は前もってお申し込み下さい。
当日、回向、焼香の後、塔婆をお渡ししますので、お家に持ち帰って頂き、初
盆の精霊棚に祀ってお盆をお迎え下さい。
お盆が済みましたら、お寺へお持ち下さい。お寺で炊き上げます。（以前は精
霊船に乗せて流したものです）
現在は 8月 15 日の夕刻より水天宮下の筑後川で、流し灯籠をたくさん流され
ています。
　　　
特別塔婆回向を申し込まれる方は、準備の都合がありますので、事前にお申し
込みいただきますようお願いいたします。　7月 10日までにお願いします。
お申し込みは郵送、ファックスでも結構です。　FAX　0942-32-2701　  
ご回向料は当日受付でお願いします。

※初盆のお参りは、はがきにて日時をお知らせします。
久留米市外の方は、13日より前になることもありますので、ご了承下さい。

　　施せ

が

き

え

餓
鬼
会

無
数
の
餓
鬼
に
食
物
を
施
し
て

供
養
し
た
功く

ど
く徳
に
よ
り
、
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
の
で
き
た
阿あ

な
ん難

の
説
話
に
も
と
づ
く
行
事
で
す
。

阿あ
な
ん難

さ
ま
は
お
釈
迦
さ
ま
の
十

大
弟
子
の
一
人
で
、
お
釈
迦
さ

ま
か
ら
こ
の
供
養
の
方
法
を
授

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
で
は
、
お
盆
の
前
後
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
先
祖
追

福
の
た
め
に
、
ま
た
一
切
の
生

物
の
霊
を
慰
め
、
あ
わ
せ
て
自

分
自
身
の
福
徳
延
寿
を
願
う
法

要
で
す
。

筑後三十三箇所　聖観世音菩薩像　

写真はイメージ　台座にお写経を納経します

14日会（念仏と写経の会）
1、 日　時　毎月第 3土曜日但し、8月は休み

　　　　　  午後 3時より勤行とお念仏

　　　　　　  引き続き　写経会　

2、 場　所　無量寺　2階　本堂にて

3、 参加費　無　料　

　　　　写経用紙（和紙）は準備しております。

　　　　（実費をお願いします。）

　　　　用具は各自お好みのもの

　　　　筆ペンを多少準備しております。

　納経料　1巻　1,000 円をご志納下さい。

　（納経料は積み立てて、

     観音様建立の資金といたします。）
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おのづから　心ただしく　なりにけり　
　　　　　　よきえにしにて　寺をめぐれば　　

筑後三十三観音霊場　十八番札所　無量寺のご詠歌

　

瓦(

か
わ
ら)

日
本
家
屋
で
特
に
屋
根
を
ふ
く
の
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
粘
土
を
一

定
の
形
に
固
め
て
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
な
ん
と
梵
語
カ
パ
ー
ラ(

迦
波
羅)

に
由
来
す
る
の
だ
か

ら
驚
き
で
あ
る
。
原
語
は
皿
、
鉢
、
骸
骨
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
舟
の

竜
骨(

キ
ー
ル)

の
こ
と
を
「
か
わ
ら
」
と
い
う
の
も
、
こ
こ
か
ら
来

て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
巻
二
に
、「
熊
野
ま
う
で
、
天
王
寺
詣
な
ん
ど
に
は
、

ふ
た
つ
が
は
ら
の
、
三
棟
に
つ
く
っ
た
舟
に
の
り
」
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。

日
本
に
は
、
百
済
国
か
ら
初
め
て
渡
来
し
、
寺
院
の
屋
根
を
ふ
く
の

に
用
い
ら
れ
て
以
来
、広
く
一
般
に
普
及
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

瓦
は
、
昔
か
ら
屋
根
ふ
き
用
に
ば
か
り
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

瓦
経
と
か
瓦
版
な
ど
と
い
う
熟
語
も
あ
る
。
瓦
経
は
、
祖
先
の
冥
福
を

祈
り
、
自
ら
往
生
極
楽
を
願
っ
て
、
瓦
の
両
面
に
お
経
の
一
節
を
彫
り

つ
け
地
中
に
埋
め
る
も
の
で
、
今
の
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
の
先
例
が
、

平
安
朝
末
期
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

瓦
版
は
江
戸
時
代
の
新
聞
に
当
た
る
も
の
で
、
粘
土
に
ニ
ュ
ー
ス
や

事
件
の
文
字
・
絵
な
ど
を
彫
り
、
瓦
の
よ
う
に
焼
い
た
原
板
を
紙
に
印

刷
し
て
売
り
さ
ば
い
た
。

な
お
、
素
焼
き
の
皿
を
「
か
わ
ら
け
」
と
い
う
が
、
こ
れ
も
「
瓦
笥
」

と
い
う
意
味
で
、
物(

主
と
し
て
飯)

を
入
れ
る
器
を
瓦
風
に
焼
い
た

と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。

日
常
生
活
の
中
の
仏
教
語

もっと見る

6月 4日から 6日まで、京都、大阪、兵庫、岡山の法然上人ゆかりの寺院を尋ねて、参拝旅行を

しました。知恩院では歌を奉納したり、誕生寺などをお参りして大変有意義な旅でした。

法然上人霊場勝尾寺二階堂 歌奉納の後、総本山知恩院御影堂前で

小野市浄土寺　5,7mの阿弥陀様は圧巻でした

岡山誕生寺の六地蔵
世界遺産宇治の平等院にも参詣

⇦クリック

写
真
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ジ
ャ
ン
プ
し
ま
す
。

http://www.jodo.or.jp/knowledge/word/index.html
http://www.katsuo-ji-temple.or.jp/
http://www.chion-in.or.jp/chion-in/index.php
http://www.city.ono.hyogo.jp/p/2/7/4/
http://www.d3.dion.ne.jp/~tanjoji/index.htm
http://www.byodoin.or.jp/

